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  久々の投稿となりますが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。寒い時期の終わりが近づいているものの、

まだインフルエンザなどの感染症や花粉症が油断なりません。若竹では、昨年１２月に地域交流会を行いまし

た。その他のイベントとしては、第三水曜日にコーヒーボランティア、二か月に１回、リズム体操を行ってい

ます。外食や遠出などの大きなイベントがありませんでしたので、大きなレクリエーションを楽しみにモチベ

ーションを保ちながら、自分自身のできることをしていきたいと思います。暑い時期よりも、寒い時期が苦手

な筆者は相変わらずマイペースな通所を続けていますが、それなりに質のある毎日を過ごしており、不満はあ

りません。それでは皆さん、健康に気を付けて陽気な春の訪れを楽しんでください。                     

                                          竹田 耕平 

理事⾧のごあいさつ      若竹会理事⾧  脇田 惠子 

 

日頃より社会福祉法人若竹会の活動に温かいご理解とご支援を賜り、心よりお礼申し上げます。 

昨年１２月には、第１４回若竹の地域交流会を開催いたしました。当日は地域の皆さま９３名にご参加いた

だき、利用者の皆さんとともに、防災について学ぶ貴重な時間となりました。 

専門家の先生をお招きして、防災についてのお話を伺い、クイズを交えながら楽しく知識を深めました。ま

た、竹原消防署のご協力により救命救急や、応急処置についても学ぶことができ、いざという時に役立つ大変

有意義な機会となりました。 

また、地域で活躍されている「アトリエ蘇陽」の大津陽様から施設の各部屋や廊下に作品を展示していただ

きました。施設内が温かい雰囲気に包まれ、参加された皆さまにもゆっくりと作品を鑑賞していただくことが

できました。コーヒーボランティアの方にもお越しいただき、若竹の手作りのお食事とともに、淹れたてのコ

ーヒーも味わっていただきました。３００円のご寄付をいただき、地域の皆さまと和やかなひとときを過ごす

ことができました。 

普段なかなか来ていただける機会のない施設の中で、地域の皆さまと利用者の皆さんがともに学び、交流で

きたことを大変うれしく思っております。今後も地域とのつながりを大切にしながら活動を続けてまいります。 

 

   


